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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 720,915 16.1 49,740 3.1 58,407 16.9 41,760 9.4

2018年3月期第2四半期 620,855 9.2 48,247 6.3 49,944 19.2 38,184 37.5

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　56,067百万円 （5.0％） 2018年3月期第2四半期　　53,412百万円 （589.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 210.15 ―

2018年3月期第2四半期 190.84 ―

　当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、「１
株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 1,491,237 628,210 37.1

2018年3月期 1,431,309 587,222 35.7

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 553,513百万円 2018年3月期 511,586百万円

　税効果会計基準改正の影響等により、2018年３月期の連結財政状態の各数値を組み替えております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 9.00 ― 45.00 ―

2019年3月期 ― 50.00

2019年3月期（予想） ― 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。2018年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株式併合
後の金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,540,000 15.9 106,000 2.4 117,000 6.2 80,000 11.8 402.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　当社は、2018年11月１日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしました。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」については、当該
事項による影響は考慮しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、【添付資料】12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、【添付資料】12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 204,510,215 株 2018年3月期 204,454,615 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 5,770,918 株 2018年3月期 5,766,674 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 198,713,149 株 2018年3月期2Q 200,083,164 株

（注）当社は、2017年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、実際の業績等は、今
後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提条件その他関連する事項については、【添付資料】４ページ「１．当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　また、当社は以下のとおり経営概況説明会を開催する予定です。

・2018年11月15日（木）・・・・・・経営概況説明会
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

（全般的状況） 

当第２四半期連結累計期間(2018 年４月１日～2018 年９月 30 日の６ヶ月間。以下「当四半期」と

いいます。)における事業環境は、米国での景気回復が継続した一方、米国の通商政策や地政学的な

リスクなど、世界経済の変動に留意すべき状況が継続しました。日本においては、相次いだ自然災

害の経済に与える影響に留意すべき状況があったものの、雇用・所得環境の改善や堅調な企業収益

の継続により、緩やかな回復基調が継続しました。 

 

このような情勢のもとで、当社グループの当四半期の業績は以下のとおりとなりました。 

 (単位：億円)     

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

当四半期 7,209 497 584 418 

前年同四半期 6,209 482 499 382 

増減額 1,000 15 85 36 

増減率(％） 16.1 3.1 16.9 9.4 

 
 売上高は、前年同四半期に比べ 1,000 億円増（16.1％増）の 7,209 億円となりました。これは、

販売が堅調に推移したことに加え、ナフサなどの原燃料価格上昇に伴う販売価格上昇の影響等があ

ったことによるものです。 

 営業利益は、前年同四半期に比べ 15億円増（3.1％増）の 497 億円となりました。これは、固定

費の増加があったものの、販売が堅調に推移したこと及び交易条件の改善があったことなどによる

ものです。 

経常利益は、前年同四半期に比べ 85 億円増（16.9％増）の 584 億円となりました。これは、持

分法による投資利益が増加したことなどによるものです。 

特別損益は、前年同四半期に比べ資産売却益が減少したこと及び債務免除益が無くなったことに

加え、火災による損失が発生したことなどにより、27億円の損失となりました。 

以上により、税金等調整前四半期純利益は、前年同四半期に比べ 10 億円増（1.7％増)の 557 億

円となりました。 
 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に比べ 36億円増（9.4％増）の 418 億円と

なり、１株当たり四半期純利益は 210.15 円となりました。 

 
当四半期のセグメント別の状況は、次のとおりです。 
 

（モビリティ） 

当セグメントの売上高は、前年同四半期に比べ 418 億円増の 1,952 億円、売上高全体に占める割

合は 27％となりました。一方、営業利益は、販売数量が拡大しましたが、原料価格上昇及び固定費

の増加により、前年同四半期に比べ 19億円減の 201 億円となりました。以上により、セグメント全

体では、増収・減益となりました。 

自動車部品及び樹脂改質材用途を中心とするエラストマーは、堅調な需要に的確に対応しました

が、原料価格上昇の影響を受けました。 

機能性コンパウンド製品は、主にアジア、欧州での堅調な需要に的確に対応しました。 

ＩＣＴ（情報通信技術）関連用途を中心とする機能性ポリマーは、販売が堅調に推移しました。 

海外ポリプロピレン・コンパウンド事業は、アジアを中心とした自動車生産台数の増加に的確に

対応しました。 

2018 年１月に株式会社アーク及びその企業グループを連結子会社とし、これらの会社の売上高、

利益等を「ソリューション事業」として、連結しております。 
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（ヘルスケア） 

当セグメントの売上高は、前年同四半期に比べ 31億円増の 712 億円、売上高全体に占める割合は

10％となりました。また、営業利益は、原料価格上昇の影響があったものの、総じて堅調な販売に

より、前年同四半期に比べ 15 億円増の 63 億円となりました。以上により、セグメント全体では、

増収・増益となりました。 

ビジョンケア材料のメガネレンズ用材料は、販売が堅調に推移しました。 

不織布は、高機能品の販売は安定的に推移しましたが、日本からの紙おむつ輸出減少の影響を受

けました。 

歯科材料は、販売が安定的に推移しました。 

 

（フード＆パッケージング） 

当セグメントの売上高は、前年同四半期に比べ 16億円増の 966 億円、売上高全体に占める割合は

13％となりました。一方、営業利益は、販売は総じて堅調に推移しましたが、原料価格上昇及び固

定費の増加により、前年同四半期に比べ 13億円減の 88 億円となりました。以上により、セグメン

ト全体では、増収・減益となりました。 

コーティング・機能材は、販売が堅調に推移しましたが、原料価格上昇等の影響を受けました。 

機能性フィルム・シートは、原料価格上昇の影響があったものの、総じて堅調な販売となりまし

た。 

農薬は、販売が堅調に推移しました。 

 

（基盤素材） 

当セグメントの売上高は、前年同四半期に比べ 541 億円増の 3,463 億円、売上高全体に占める割

合は 48％となりました。また、営業利益は、堅調な国内需要の影響及び市況の上昇により、前年同

四半期に比べ 30億円増の 184 億円となりました。以上により、セグメント全体では、増収・増益と

なりました。 

ナフサクラッカーの稼働率は、大阪工場用役プラント火災の影響により前年同四半期に比べ低下

したものの、概ね高水準で推移しました。また、ポリエチレン及びポリプロピレンは、国内需要を

背景に販売が堅調に推移しました。 

フェノールは、前年同四半期を上回る水準で海外市況は推移し、需要も堅調に推移しました。 

 

（その他） 

当セグメントの売上高は、前年同四半期に比べ６億円減の 116 億円、売上高全体に占める割合は

２％となりました。また、営業損失は、前年同四半期に比べ７億円増の 12億円の損失となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債、純資産の状況） 

当四半期末の総資産は、前期末に比べ 599 億円増の１兆 4,912 億円となりました。 

当四半期末の負債は、前期末に比べ 189 億円増の 8,630 億円となりました。また、有利子負債は

33 億円増の 4,670 億円となりました。この結果、総資産に対する有利子負債の比率は前期末に比べ

1.1 ポイント減の 31.3％となりました。 

当四半期末の純資産は、前期末に比べ 410 億円増の 6,282 億円となり、自己資本比率は前期末に

比べ 1.4 ポイント増の 37.1％となりました。 

以上により、当期末のネットＤ／Ｅレシオ（ネット有利子負債（有利子負債－現預金・長期性預

金）／自己資本）は、前期末に比べ 0.08 ポイント減の 0.67 となりました。 

 なお、税効果会計基準改正の影響等により前期末の連結貸借対照表残高を組み替えており、組み

替え後の数値で前期末比較を行っております。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当四半期の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末に比べ 153 億円増加し、当 

四半期末には 941 億円となりました。 

 

・営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によって得られた資金は、前年同四半期に比べ 44 億円増の 535 億円となりました。これ

は主として、税金等調整前四半期純利益が増加したことなどによるものです。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によって使用された資金は、前年同四半期に比べ 58億円増の 268 億円となりました。こ

れは主として、設備投資による支出の増加があったことなどによるものです。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によって使用された資金は、前年同四半期に比べ 46億円減の 120 億円となりました。こ

れは主として、有利子負債の借入額が増加したことなどによるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

（業績の見通し） 

業績予想の修正にあたり、通期の為替レートは通期 110 円／＄（10 月～３月 110 円／＄）、国

産ナフサ価格は通期 54,600 円／KL（10 月～３月 58,000 円／KL）を前提としております。 

通期の業績につきましては、ナフサなどの原燃料価格上昇に伴う販売価格上昇等により、モビリ

ティ、基盤素材の各セグメントにおいて売上高は増加する見込みです。また主として、持分法によ

る投資利益の増加などにより、経常利益も増加する見込みです。 
 

(単位：億円)  

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益

（円） 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,900 1,060 1,120 800 402.65 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 15,400 1,060 1,170 800 402.56 

増   減   額（Ｂ－Ａ） 500 0 50 0  

増   減   率  （％） 3.4 0 4.5 0  

（ご参考）前 期 実 績 

（2018 年３月期） 
13,285 1,035 1,102 716 358.38 

※当社は、2018 年 11 月１日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしました。

連結業績予想の「１株当たり当期純利益」については、当該事項による影響を考慮しておりません。 

 

（セグメント別の見通し） 

 セグメント別の見通しは、以下のとおりであります。  

    (単位：億円)  

 売  上  高 

モビリティ ヘルスケア 

フード＆ 

パッケー 

ジング 

基盤素材 その他 
全社 

費用等 
合 計 

前回発表予想 3,880 1,500 2,100 7,170 250 － 14,900 

今回修正予想 4,010 1,470 2,060 7,610 250 － 15,400 

増減額 130 △30 △40 440 0 － 500 
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(単位：億円) 

 営 業 利 益 

モビリティ ヘルスケア 

フード＆ 

パッケー 

ジング 

基盤素材 その他 
全社 

費用等 
合 計 

前回発表予想 450 130 230 330 0 △80 1,060 

今回修正予想 425 130 215 370 △10 △70 1,060 

増減額 △25 0 △15 40 △10 10 0 

 

 

三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 5 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 6 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 7 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 8 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 9 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 10 -



三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 11 -



 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

 

（会計方針の変更） 

 （「税効果会計に係る会計基準の適用指針」の改正） 

  「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 28 号 平成 30 年２月 16 日）が改

正され、第１四半期連結会計期間の期首より適用しております。これに伴い、子会社株式等に係る将来加

算一時差異について、予測可能な将来の期間に当該株式の売却等を行う意思がない場合を除き、繰延税金

負債を計上する方法へ変更しております。 

  この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表は、長期繰延税金負債が 618 百万円減少、利益剰余金が

462 百万円増加、非支配株主持分が 156 百万円増加しております。 

 

（追加情報） 

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年２月 16 日）等を第 

 １四半期連結会計期間の期首より適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延

税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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（セグメント情報） 

前第２四半期連結累計期間（自 2017 年４月１日 至 2017 年９月 30 日） 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                        （単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

モビリティ ヘルスケア 
ﾌｰﾄﾞ& 

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ 
基盤素材 計 

 

売上高        

外部顧客への売上高 153,428 68,059 94,984 292,232 608,703 12,152 620,855 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5,293 1,206 572 31,382 38,453 26,263 64,716 

        

計 158,721 69,265 95,556 323,614 647,156 38,415 685,571 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
22,002 4,832 10,084 15,367 52,285 △498 51,787 

（注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他関連事業等を含んでおり 

ます。 

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該 

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                             （単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 52,285 

「その他」の区分の損失（△） △498 
セグメント間取引消去等 42 

全社費用等（注） △3,582 

四半期連結損益計算書の営業利益 48,247 

（注）全社費用等は、主に報告セグメントに帰属させることが適当でない一般管理費及び新事業に係る 

研究開発費等であります。 
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当第２四半期連結累計期間（自 2018 年４月１日 至 2018 年９月 30 日） 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                        （単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 

(注) 
合計 

モビリティ ヘルスケア 
ﾌｰﾄﾞ& 

ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ 
基盤素材 計 

 

売上高        

外部顧客への売上高 195,233 71,176 96,639 346,254 709,302 11,613 720,915 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5,288 1,417 632 37,900 45,237 27,831 73,068 

        

計 200,521 72,593 97,271 384,154 754,539 39,444 793,983 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
20,110 6,285 8,816 18,442 53,653 △1,210 52,443 

（注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他関連事業等を含んでおり 

ます。 

 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該 

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                             （単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 53,653 

「その他」の区分の損失（△） △1,210 

セグメント間取引消去等 △67 

全社費用等（注） △2,636 

四半期連結損益計算書の営業利益 49,740 

（注）全社費用等は、主に報告セグメントに帰属させることが適当でない一般管理費及び新事業に係る 

研究開発費等であります。 

 

（重要な後発事象） 

 （自己株式の取得） 

  当社は、2018 年 11 月１日開催の取締役会において、会社法第 165 条第 3項の規定により読み替えて適

用される同法第 156 条の規定に基づき、下記のとおり自己株式取得に係る事項について決議いたしました。 

 

（１）自己株式の取得を行う理由 

   株主還元の充実及び資本効率の向上を目的として、自己株式の取得を行うものです。 

 

（２）取得する自己株式の種類及び総数 

   普通株式 5,000,000 株（上限） 

 

（３）取得する自己株式の総額 

   総額：10,000 百万円（上限） 

 

（４）取得期間 

   2018 年 11 月２日～2019 年１月 31 日 

 

（５）取得の方法 

   自己株式取得に係る取引一任契約に基づく市場買付 

 

三井化学（株）　　　（4183）　　　2019年３月期　第２四半期決算短信

- 14 -



三井化学（株）　（4183）　2019年３月期 第２四半期決算短信

（　参　考　）

2018年 11月１日
三井化学株式会社

１．損益状況 （単位：億円）

通　期 増　減

6,209 7,209 1,000 13,285 15,400 2,115 

482 497 15 1,035 1,060 25 

499 584 85 1,102 1,170 68 

382 418 36 716 800 84 

45 50 5 90 100 10 

２．セグメント別 売上高・営業利益

・売上高 （単位：億円）

通　期 増　減

3,310 4,010 700 

1,391 1,470 79 

1,958 2,060 102 

6,377 7,610 1,233 

249 250 1 

13,285 15,400 2,115 

・営業利益 （単位：億円）

通　期 増　減

423 425 2 

108 130 22 

199 215 16 

389 370 △ 19 

△ 9 △ 10 △ 1 

△ 75 △ 70 5 

1,035 1,060 25 

３．特別損益主要内訳 （単位：億円）

通　期 増　減

32 2 △ 30 36 2 △ 34 

 - 7 7 6 7 1 

20  - △ 20 20  - △ 20 

△ 4 △ 12 △ 8 △ 24 △ 75 △ 51 

 - △ 7 △ 7 △ 150 △ 7 143 

 - △ 2 △ 2 △ 51 △ 2 49 

 - △ 15 △ 15  - △ 15 △ 15 

 -  -  - 3  - △ 3 

48 △ 27 △ 75 △ 160 △ 90 70 合 計

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）

増　　減

固定資産処分 ・売 却損

債 務 免 除 益

投 資 有 価 証 券 評 価 損

資 産 売 却 益

減 損 損 失

2019年3月期　第２四半期連結決算概要

2018年
3月期実績

増　　減
2018年

3月期実績

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）

親会社株主に 帰属 する
当 期 純 利 益

2019年3月期
第２四半期

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）

経 常 利 益

2018年3月期
第２四半期

2019年3月期
第２四半期

営 業 利 益

事 業 譲 渡 益

売 上 高

注：2018年３月期第２四半期の配当金につきましては、2017年10月１日付で普通株式５株を１株とする
　　株式併合を行っておりますが、株式併合考慮後に換算して表示しております。

2018年
3月期実績

2018年
3月期実績

配 当 金 （ 円 / 株 ）

2018年3月期
第２四半期

そ の 他

火 災 に よ る 損 失

2018年3月期 2019年3月期
増　　減

第２四半期 第２四半期
計 数量差 価格差

モ ビ リ テ ィ 1,534 1,952 418 311 107 

ヘ ル ス ケ ア 681 712 31 35 △ 4 

ﾌ ｰ ﾄ ﾞ & ﾊ ﾟ ｯ ｹ ｰ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ 950 966 16 △ 7 23 

基 盤 素 材 2,922 3,463 541 57 484 

そ の 他 122 116 △ 6  - △ 6 

合 計 6,209 7,209 1,000 396 604 

2018年3月期 2019年3月期
増　　減

第２四半期 第２四半期
計 数量差 交易条件 固定費他

モ ビ リ テ ィ 220 201 △ 19 28 △ 28 △ 19 

ヘ ル ス ケ ア 48 63 15 14 △ 4 5 

ﾌ ｰ ﾄ ﾞ & ﾊ ﾟ ｯ ｹ ｰ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ 101 88 △ 13 1 △ 10 △ 4 

基 盤 素 材 154 184 30 △ 7 68 △ 31 

そ の 他 △ 5 △ 12 △ 7  -  - △ 7 

全 社 費 用 等 △ 36 △ 27 9  -  - 9 

合 計 482 497 15 36 26 △ 47 

－ 参考 1 －
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４．貸借対照表          （単位：億円）

５．キャッシュ・フロー （単位：億円）

通　期 増　減

491 535 44 827 1,050 223 

△ 210 △ 268 △ 58 △ 751 △ 900 △ 149 

(281) (267)  ( △ 14) (76) (150) 74 

△ 166 △ 120 46 △ 102 △ 150 △ 48 

△ 5 6 11 △ 15  - 15 

110 153 43 △ 41  0 41 

939 941 2 788 

６．主要指標

通　期 増　減

162 177 15 334 360 26 

221 243 22 457 500 43 

270 245 △ 25 812 740 △ 72 

△ 7 △ 3 4 △ 7 △ 10 △ 3 

4,380 4,670 290 4,637 4,820 183 

0.70 0.67 △ 0.03 0.75 0.70 △ 0.05 

13,521 17,640 4,119 17,277 17,700 423 

111 110 △ 1 111 110 △ 1 

37,600 51,100 13,500 41,900 54,600 12,700 

130 156 26 154 156 2 

営業キャッシュ・フロー

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）2018年3月期

第２四半期
2019年3月期
第２四半期

2019年3月期 業績予想
（11/1発表値）

金 融 収 支

現 預 金 等 増 減

現 預 金 等 残 高

2018年3月期
第２四半期

億円

設 備 投 資 額

2018年
3月期実績

増　減
2018年

3月期実績

増　減

億円

減 価 償 却 費

（フリーキャッシュ・フロー）

投資キャッシュ・フロー

研 究 開 発 費

億円

億円

2019年3月期
第２四半期

注：税効果会計基準改正の影響等により、2018年３月末の貸借対照表残高を組み替えております。

そ の 他

財務キャッシュ・フロー

国 産 ナ フ サ 価 格 円/KL

期末有利子負債残高 億円

倍Ｎｅｔ Ｄ／Ｅレシオ

連 結 会 社 数 社

期 末 従 業 員 数 人

為 替 レ ー ト 円/US$

2018/3末 2018/9末 増　減 2018/3末 2018/9末 増　減

流 動 資 産 7,313 7,748 435 有 利 子 負 債 4,637 4,670 33 

有 形 固 定 資 産 4,329 4,369 40 そ の 他 負 債 3,804 3,960 156 

無 形 固 定 資 産 315 306 △ 9 自 己 資 本 5,116 5,535 419 

投 資 等 2,356 2,489 133 非 支 配 株 主 持 分 756 747 △ 9 

資 産 計 14,313 14,912 599 負 債 純 資 産 計 14,313 14,912 599 

（NET D/Eﾚｼｵ） （0.75） （0.67） （△ 0.08）

資産の部 負債及び純資産の部

－ 参考 2 －
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